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第一部【企業情報】

第1【企業の概況】

1【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第2四半期
連結累計期間

第66期
第2四半期

連結累計期間
第65期

会計期間

自2021年
　4月1日
至2021年
　9月30日

自2022年
　4月1日
至2022年
　9月30日

自2021年
　4月1日
至2022年
　3月31日

売上高 （千円） 25,167,339 35,359,319 55,760,482

経常利益 （千円） 6,482,515 10,757,534 15,509,619

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 4,488,208 7,516,141 10,890,394

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 4,710,450 8,704,510 12,070,036

純資産額 （千円） 68,828,800 82,950,552 75,303,348

総資産額 （千円） 85,755,308 98,973,268 92,009,502

1株当たり四半期（当期）純利益 （円） 126.59 213.26 308.08

潜在株式調整後1株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 80.26 83.81 81.84

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 4,595,316 5,289,053 10,199,062

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,775,265 △8,637,998 △9,375,030

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,998,324 △1,062,014 △2,882,427

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 25,722,254 20,268,808 23,460,102

 

回次
第65期

第2四半期
連結会計期間

第66期
第2四半期

連結会計期間

会計期間

自2021年
　7月1日
至2021年
　9月30日

自2022年
　7月1日
至2022年
　9月30日

1株当たり四半期純利益 （円） 63.58 109.36

（注）1．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

2．潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

2【事業の内容】

当第2四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および連結子会社）が行っている事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。
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第2【事業の状況】

1【事業等のリスク】

当第2四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクの内容について、重要な変更はありません。

2【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものです。

（1）財政状態及び経営成績の状況

当第2四半期連結累計期間における経済環境は、インフレの進行が継続しており、欧米の中央銀行が金融引き

締めを強化したことにより、利上げによる景気後退懸念が一層強まりました。さらに、中国経済の減速、ウクラ

イナ問題の長期化等、経済への影響が懸念される課題は、拡大、継続しています。日本経済においても、新型コ

ロナウイルス感染症の再拡大はピークを越え、社会経済活動の規制は解除されつつあるものの、資源価格、穀物

価格は高止まりし、加えて円安の進行により物価の高騰が継続し、経済への影響が懸念される状況で推移しまし

た。

このような情勢下、当社グループは従業員の健康・安全を最優先に配慮した上で、感染対策を徹底して事業の

継続に注力しました。加えて、成長を持続するため各事業において、拡販・価格改定等の営業体制強化、設備投

資計画の推進、既存設備の維持・強化、原料資材の安定確保、コストダウンや効率化による供給体制の強化、新

製品開発の推進、研究施設の拡充等の研究開発体制の強化の取り組みを進めました。さらに、就業環境、社内体

制の整備等、ガバナンス体制の強化を進め、経営基盤のさらなる強化に取り組みました。

① 財政状態

当第2四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ6,963百万円増加し、98,973百万円となりま

した。これは主に、京都事業所および鹿島事業所の大型設備投資等に係る建設仮勘定の増加によるものです。

負債は、前連結会計年度末に比べ683百万円減少し、16,022百万円となりました。これは主に、支払手形及び

買掛金、未払金、設備関係未払金および修繕引当金の減少によるものです。

純資産は、前連結会計年度末に比べ7,647百万円増加し、82,950百万円となりました。これは主に、利益剰余

金の増加によるものです。

② 経営成績

当第2四半期連結累計期間の売上高は35,359百万円（前年同期比40.5％増、10,191百万円増）となりました。

営業利益は9,578百万円（同49.1％増、3,153百万円増）、経常利益は10,757百万円（同65.9％増、4,275百万円

増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、7,516百万円（同67.5％増、3,027百万円増）となり

ました。

売上高、営業利益は、後述の各セグメントの要因により増収増益となりました。経常利益は、営業利益の増加

に加え、各国通貨に対するドル高の進行による為替差益の計上により増益となりました。親会社株主に帰属する

四半期純利益は、投資有価証券売却益の計上の影響も加わり増益となりました。

当社グループの報告セグメントの業績は、次のとおりです。

（ライフサイエンス事業）

ライフサイエンス事業全体の業績は、外部顧客に対する売上高が19,377百万円（前年同期比34.2％増、4,933

百万円増）、営業利益は3,348百万円（同61.3％増、1,271百万円増）となりました。

日本においては、原料価格の高値は継続し、販売価格が原料価格に連動する契約となっている製品の販売単価

は引き続き上昇しました。その他の製品においても、原料価格、輸入価格の高騰に対応して販売価格の改定を継

続して実施しています。リンゴ酸の輸出も順調に推移し、価格改定や円安の効果もあり売上高は増加しました。

海外子会社においても、原料価格の高騰に対して価格改定を実施し、販売促進の取り組みによる各国での売上増

加、円安による円換算後の増加効果もあり、売上高は増加しました。その結果、セグメント全体の売上高は前四

半期連結累計期間を上回りました。営業利益は、世界的な原料価格の高騰、円安による輸入価格の上昇、エネル

ギー価格の上昇、物流費増加等のコストアップの影響があったものの、売上高の増加により、前四半期連結累計

期間を上回り増収増益となりました。
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（電子材料および機能性化学品事業）

電子材料および機能性化学品事業全体の業績は、外部顧客に対する売上高が15,981百万円（前年同期比49.0％

増、5,258百万円増）、営業利益は7,149百万円（同41.8％増、2,107百万円増）となりました。

半導体市場は、欧米経済の減速懸念や中国経済の減速による需要減退の懸念材料はあるものの、成長は継続

し、引き続き堅調に推移しました。当社主力製品の超高純度コロイダルシリカは、半導体の微細化の進展により

需要は増加し、採用も増加しています。原料価格の高騰は一時より緩和したものの、高値は継続しており、販売

価格の改定を継続し、円安効果もあり売上高は増加しました。加えて、在宅勤務の普及によるトナー需要減退の

影響を受けたナノパウダーの需要は回復し、セグメント全体の売上高は前四半期連結累計期間を上回りました。

営業利益は、原料価格、エネルギー価格の上昇が製造コストに大きく影響し、物流費も増加したものの、売上高

の増加、増産によるコストダウン効果、生産設備に係る減価償却費の減少により、前四半期連結累計期間を上回

り増収増益となりました。

 

（2）キャッシュ・フローの状況

当第2四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調

整前四半期純利益および減価償却費の発生により増加した資金を、有形固定資産の取得、法人税等の支払、配当

金の支払に充てた結果、前連結会計年度末に比べ3,191百万円減少し、20,268百万円となりました。

当第2四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果取得した資金は5,289百万円（前年同期は4,595百万円の取得）となりました。これは主に、売

上債権、棚卸資産の増加および法人税等の支払に対して、税金等調整前四半期純利益による収入および減価償却

費の発生による収入があったためです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は8,637百万円（前年同期は1,775百万円の使用）となりました。これは主に、有

形固定資産の取得による支出が発生したためです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は1,062百万円（前年同期は1,998百万円の使用）となりました。これは主に、配

当金の支払を行ったためです。

（3）経営方針・経営環境等

当第2四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営環境等に重要な変更はありま

せん。

（4）事業上および財務上の対処すべき課題

当第2四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更およ

び新たに生じた課題はありません。

（5）研究開発活動

当第2四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費の総額は343百万円です。

なお、当第2四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（6）重要な設備

前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設等について、当第2四半期連結累計期間に変更が

あったものは次のとおりです。また、当第2四半期報告書提出日までに新たに確定した重要な設備の新設計画等

は次のとおりです。

 

会社名

事業所

（所在地）

セグメント

の名称
設備の内容

投資予定額
資金調達

方法

着手及び完了予定

総額

（百万円）

既支払額

（百万円）

着手

（年月）

完了

（年月）

扶桑化学工業㈱

鹿島事業所

(茨城県神栖市)

電子材料お

よび機能性

化学品事業

超高純度コロ

イダルシリカ

製造設備およ

び付帯設備

18,000

 

8,462

(注)

自己資金 2021年8月 2023年4月

扶桑化学工業㈱

京都事業所

(京都府福知山市)

電子材料お

よび機能性

化学品事業

超高純度コロ

イダルシリカ

製造設備およ

び付帯設備

10,000

 

3,398

(注)

自己資金 2022年8月 2024年4月

扶桑化学工業㈱

鹿島事業所

(茨城県神栖市)

電子材料お

よび機能性

化学品事業

超高純度コロ

イダルシリカ

製造設備およ

び付帯設備

20,000 －

自己資金

および

借入金

2023年9月 2025年7月

（注）既支払額を変更しています。

3【経営上の重要な契約等】

当第2四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結はありません。
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第3【提出会社の状況】

1【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 95,000,000

計 95,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第2四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年9月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 35,511,000 35,511,000
東京証券取引所

プライム市場
単元株式数100株

計 35,511,000 35,511,000 － －

 

（2）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（4）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2022年7月1日～

2022年9月30日
－ 35,511,000 － 4,334,047 － 4,820,722
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（5）【大株主の状況】

  2022年9月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社壽世堂
大阪市中央区伏見町4丁目4番1号

日生伏見町ビル本館内
5,596 15.88

帝國製薬株式会社 香川県東かがわ市三本松567番地 3,328 9.44

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町2丁目11番3号 3,082 8.75

赤澤 庄三 香川県東かがわ市 2,085 5.92

株式会社日本カストディ銀行

（信託口）
東京都中央区晴海1丁目8-12 2,019 5.73

大阪中小企業投資育成株式会社 大阪市北区中之島3丁目3番23号 1,490 4.23

有限会社帝産 香川県東かがわ市三本松567 1,375 3.90

株式会社日本触媒 大阪市中央区高麗橋4丁目1－1 1,186 3.37

公益財団法人赤澤記念財団 香川県東かがわ市三本松567 1,000 2.84

株式会社百十四銀行 香川県高松市亀井町5番地の1 596 1.69

計 － 21,761 61.75

（注）　上記の株主の所有株式数には、信託業務に係る株式数が含まれている場合があります。

（6）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年9月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 267,400

完全議決権株式（その他） 普通株式 35,234,500 352,345 －

単元未満株式 普通株式 9,100 － －

発行済株式総数  35,511,000 － －

総株主の議決権  － 352,345 －

 

②【自己株式等】

    2022年9月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

扶桑化学工業株式

会社

大阪市中央区高麗橋

四丁目３番10号
267,400 － 267,400 0.75

計 － 267,400 － 267,400 0.75

（注）当第2四半期会計期間末の自己株式数は267,425株です。
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2【役員の状況】

該当事項はありません。
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第4【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しています。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第2四半期連結会計期間（2022年7月1日から2022年9月

30日まで）および第2四半期連結累計期間（2022年4月1日から2022年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表につい

て、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けています。
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1【四半期連結財務諸表】

（1）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年3月31日)

当第2四半期連結会計期間
(2022年9月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 24,236,473 21,350,960

受取手形及び売掛金 14,886,764 16,231,675

有価証券 123,756 －

商品及び製品 7,972,496 9,507,500

仕掛品 764,836 690,129

原材料及び貯蔵品 3,240,909 3,689,577

その他 866,980 1,029,394

貸倒引当金 △14,013 △14,946

流動資産合計 52,078,203 52,484,291

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 9,651,063 9,743,645

機械装置及び運搬具（純額） 7,049,478 7,346,500

土地 6,902,935 6,924,113

建設仮勘定 11,247,687 17,728,698

その他（純額） 439,421 577,812

有形固定資産合計 35,290,587 42,320,769

無形固定資産 1,904,627 1,675,519

投資その他の資産   

投資有価証券 1,030,246 847,790

長期前払費用 492,355 421,153

繰延税金資産 910,570 910,913

退職給付に係る資産 121,063 107,456

その他 181,848 205,371

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 2,736,084 2,492,687

固定資産合計 39,931,299 46,488,976

資産合計 92,009,502 98,973,268
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年3月31日)

当第2四半期連結会計期間
(2022年9月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,039,108 2,887,416

未払金 1,883,766 1,676,615

設備関係未払金 4,900,797 4,712,891

未払法人税等 3,219,784 3,020,198

賞与引当金 628,515 683,587

役員賞与引当金 65,600 64,000

修繕引当金 373,514 169,417

その他 556,315 679,784

流動負債合計 14,667,402 13,893,912

固定負債   

繰延税金負債 187,187 228,913

退職給付に係る負債 1,555,891 1,595,680

長期設備関係未払金 182,180 174,794

資産除去債務 8,289 17,924

その他 105,202 111,490

固定負債合計 2,038,751 2,128,803

負債合計 16,706,154 16,022,715

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,334,047 4,334,047

資本剰余金 4,820,722 4,820,722

利益剰余金 64,183,183 70,642,017

自己株式 △1,112,561 △1,112,561

株主資本合計 72,225,391 78,684,226

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 421,137 315,025

繰延ヘッジ損益 25,107 22,269

為替換算調整勘定 2,631,711 3,929,031

その他の包括利益累計額合計 3,077,957 4,266,325

純資産合計 75,303,348 82,950,552

負債純資産合計 92,009,502 98,973,268
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（2）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第2四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第2四半期連結累計期間

(自　2021年4月1日
　 至　2021年9月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自　2022年4月1日

　 至　2022年9月30日)

売上高 25,167,339 35,359,319

売上原価 15,138,136 21,066,444

売上総利益 10,029,202 14,292,874

販売費及び一般管理費 ※ 3,603,939 ※ 4,714,317

営業利益 6,425,262 9,578,556

営業外収益   

受取利息 7,020 25,606

受取配当金 14,682 13,215

為替差益 26,482 1,122,723

その他 12,645 23,089

営業外収益合計 60,831 1,184,635

営業外費用   

支払手数料 － 1,769

減価償却費 1,277 1,767

投資事業組合運用損 1,728 1,714

その他 572 406

営業外費用合計 3,579 5,658

経常利益 6,482,515 10,757,534

特別利益   

固定資産売却益 554 －

投資有価証券売却益 10,793 84,121

特別利益合計 11,348 84,121

特別損失   

固定資産除却損 18,181 19,489

投資有価証券評価損 397 －

特別損失合計 18,579 19,489

税金等調整前四半期純利益 6,475,284 10,822,166

法人税、住民税及び事業税 1,920,353 3,251,619

法人税等調整額 66,722 54,405

法人税等合計 1,987,075 3,306,024

四半期純利益 4,488,208 7,516,141

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,488,208 7,516,141
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【四半期連結包括利益計算書】

【第2四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第2四半期連結累計期間

(自　2021年4月1日
　 至　2021年9月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自　2022年4月1日

　 至　2022年9月30日)

四半期純利益 4,488,208 7,516,141

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 101,399 △106,112

繰延ヘッジ損益 △5,080 △2,838

為替換算調整勘定 125,923 1,297,319

その他の包括利益合計 222,241 1,188,368

四半期包括利益 4,710,450 8,704,510

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 4,710,450 8,704,510

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（3）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

     （単位：千円）

 
前第2四半期連結累計期間

(自　2021年4月1日
　 至　2021年9月30日)

当第2四半期連結累計期間
(自　2022年4月1日

　 至　2022年9月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 6,475,284 10,822,166

減価償却費 2,124,951 2,046,170

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,190 △1,279

賞与引当金の増減額（△は減少） △92,390 52,859

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 5,890 △1,600

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 19,302 53,231

修繕引当金の増減額（△は減少） △157,673 △204,097

受取利息及び受取配当金 △21,703 △38,822

為替差損益（△は益） △40,954 △796,974

有形固定資産売却損益（△は益） △554 －

固定資産除却損 18,181 19,489

投資有価証券売却損益（△は益） △10,793 △84,121

投資有価証券評価損益（△は益） 397 －

投資事業組合運用損益（△は益） 1,728 1,714

売上債権の増減額（△は増加） △1,345,088 △1,000,846

棚卸資産の増減額（△は増加） △389,212 △1,660,655

仕入債務の増減額（△は減少） 272,632 △231,818

未払金の増減額（△は減少） 54,108 △243,419

その他 △575,134 12,703

小計 6,342,161 8,744,699

利息及び配当金の受取額 21,804 32,956

法人税等の支払額 △1,768,649 △3,488,601

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,595,316 5,289,053

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △938,934 △812,565

定期預金の払戻による収入 614,514 562,330

有価証券の取得による支出 △111,007 －

有価証券の売却による収入 111,007 135,453

有形固定資産の取得による支出 △1,285,448 △8,467,796

有形固定資産の売却による収入 818 －

無形固定資産の取得による支出 △164,685 △155,055

投資有価証券の取得による支出 △4,736 △6,690

投資有価証券の売却による収入 14,474 118,911

長期貸付金の回収による収入 0 0

その他 △11,268 △12,586

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,775,265 △8,637,998

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △1,107,790 －

配当金の支払額 △887,725 △1,057,227

リース債務の返済による支出 △2,808 △4,786

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,998,324 △1,062,014

現金及び現金同等物に係る換算差額 64,556 1,219,665

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 886,283 △3,191,293

現金及び現金同等物の期首残高 24,835,971 23,460,102

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 25,722,254 ※ 20,268,808
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第2四半期連結累計期間において、重要な変更はありません。

 

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年6月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-2項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用する

こととしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第2四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の拡大に関する会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症の拡大に関する会計上の見積

り）に記載した新型コロナウイルス感染症に関する仮定について、重要な変更はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

受取手形裏書譲渡高は、次のとおりです。

 
前連結会計年度

（2022年3月31日）
当第2四半期連結会計期間

（2022年9月30日）

受取手形裏書譲渡高 37,949千円 25,247千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は次のとおりです。

 
　前第2四半期連結累計期間

（自 2021年4月1日
　　 至 2021年9月30日）

　当第2四半期連結累計期間
（自 2022年4月1日

　　 至 2022年9月30日）

運搬費 836,151千円 1,268,351千円

給与手当 834,772 948,622

賞与引当金繰入額 243,729 334,126

役員賞与引当金繰入額 60,250 64,000

退職給付費用 36,803 37,392

減価償却費 111,715 118,551

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりで

す。

 
前第2四半期連結累計期間
（自 2021年4月1日
 至 2021年9月30日）

当第2四半期連結累計期間
（自 2022年4月1日
 至 2022年9月30日）

現金及び預金勘定 26,795,240千円 21,350,960千円

預入期間が3か月を超える定期預金 △1,072,986 △1,082,151 

現金及び現金同等物 25,722,254 20,268,808 
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第2四半期連結累計期間（自 2021年4月1日 至 2021年9月30日）

1．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年6月25日

定時株主総会
普通株式 887,590 25 2021年3月31日 2021年6月28日 利益剰余金

 

2．基準日が当第2四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第2四半期連結会計期間末後

となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年10月29日

取締役会
普通株式 881,089 25 2021年9月30日 2021年12月10日 利益剰余金

 

3．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2021年8月23日開催の取締役会決議に基づき、自己株式260,000株の取得を行いました。この結果、

当第2四半期連結累計期間において自己株式が1,107百万円増加し、当第2四半期連結会計期間末において自己株

式が1,112百万円となっています。

 

Ⅱ 当第2四半期連結累計期間（自 2022年4月1日 至 2022年9月30日）

1．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年6月24日

定時株主総会
普通株式 1,057,307 30 2022年3月31日 2022年6月27日 利益剰余金

 

2．基準日が当第2四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第2四半期連結会計期間末後

となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年10月31日

取締役会
普通株式 1,057,307 30 2022年9月30日 2022年12月9日 利益剰余金

 

3．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第2四半期連結累計期間（自 2021年4月1日 至 2021年9月30日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

 
ライフサイエ
ンス事業

電子材料およ
び機能性化学

品事業
計

売上高      

外部顧客への売上高 14,444,336 10,723,002 25,167,339 － 25,167,339

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 14,444,336 10,723,002 25,167,339 － 25,167,339

セグメント利益 2,076,286 5,041,576 7,117,863 △692,600 6,425,262

（注）1．セグメント利益の調整額は、提出会社の総務部門・経理部門等、一般管理部門に係る費用△

692,600千円です。

2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する事項

該当事項はありません。

Ⅱ 当第2四半期連結累計期間（自 2022年4月1日 至 2022年9月30日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

 
ライフサイエ
ンス事業

電子材料およ
び機能性化学

品事業
計

売上高      

外部顧客への売上高 19,377,492 15,981,826 35,359,319 － 35,359,319

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 19,377,492 15,981,826 35,359,319 － 35,359,319

セグメント利益 3,348,024 7,149,238 10,497,263 △918,707 9,578,556

（注）1．セグメント利益の調整額は、提出会社の総務部門・経理部門等、一般管理部門に係る費用△

918,707千円です。

2．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する事項

該当事項はありません。
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（金融商品関係）

当第2四半期連結会計期間末（2022年9月30日）

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありま

せん。

（有価証券関係）

当第2四半期連結会計期間末（2022年9月30日）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありま

せん。

（デリバティブ取引関係）

当第2四半期連結会計期間末（2022年9月30日）

ヘッジ会計が適用されないデリバティブ取引の残高はありません。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

　前第2四半期連結累計期間（自　2021年4月1日　至　2021年9月30日）

（単位：千円）

 

報告セグメント

合計ライフサイエンス

事業

電子材料および

機能性化学品事業

顧客との契約から生じる収益 14,444,336 10,723,002 25,167,339

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 14,444,336 10,723,002 25,167,339

 

　当第2四半期連結累計期間（自　2022年4月1日　至　2022年9月30日）

（単位：千円）

 

報告セグメント

合計ライフサイエンス

事業

電子材料および

機能性化学品事業

顧客との契約から生じる収益 19,377,492 15,981,826 35,359,319

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 19,377,492 15,981,826 35,359,319
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（1株当たり情報）

1株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第2四半期連結累計期間
（自 2021年4月1日
 至 2021年9月30日）

当第2四半期連結累計期間
（自 2022年4月1日
 至 2022年9月30日）

1株当たり四半期純利益 126円59銭 213円26銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 4,488,208 7,516,141

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
4,488,208 7,516,141

普通株式の期中平均株式数（株） 35,452,463 35,243,575

（注）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

2【その他】

2022年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議しました。

（イ）中間配当による配当金の総額……………………1,057,307千円

（ロ）1株当たりの金額 …………………………………30円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2022年12月9日

（注）2022年9月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年11月14日

扶桑化学工業株式会社

取締役会 御中

 

EY新日本有限責任監査法人

大阪事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 仲下 寛司

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北池 晃一郎

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている扶桑化学工業株式

会社の2022年4月1日から2023年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2022年7月1日から2022年9月30日

まで）及び第2四半期連結累計期間（2022年4月1日から2022年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、扶桑化学工業株式会社及び連結子会社の2022年9月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

 

（注） 1．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

2．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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